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みちのく潮風トレイル全線開通記念式典トレイルヘッド&エンドポイント葦毛崎展望台
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夏を楽しもう!

6月9日に全線が開通し、「1本の道」となった
「みちのく潮風トレイル」。
全長1,000kmを超えるこのロングトレイルの
特徴は、東北地方の太平洋沿岸ならではのダイ
ナミックな海岸線、里、森へと連続する美しい
景観です。
ぜひ、トレッキングを通じて東北の魅力を感
じてください。
※ 「トレイル」とは、森林や原野などにある歩くため
の道のことです。

この夏 八戸の誇りでもある
「雄大な自然」と「伝統の祭り」を

満喫しませんか？

問種差海岸インフォメーションセンター
　Ｔ51-8500ホ tanesashi.info
　環境省（みちのく潮風トレイル）
　ホ tohoku.env.go.jp/mct
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蕪島
葦毛崎展望台
中須賀中須賀
大須賀海岸大須賀海岸

深久保漁港深久保漁港
淀の松原淀の松原
種差天然
芝生地
種差天然
芝生地

至階上町至階上町

みちのく潮風トレイル
八戸市の主なポイント

四季ごとに変化
する自然を楽し
みながら歩きま
しょう!

淀の松原 「花の渚」と呼ばれる中須賀「鳴砂」の浜としても知られる大須賀海岸

中須賀
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歩いてみよう!

基本の持ち物の一例
□ 水筒
□ タオル、手ぬぐい
□ 帽子
□ レインウェア
□ 防寒着
□  救急道具(絆創膏、
　 虫よけ、消毒液など）
□ ティッシュ
□ ビニール袋、ゴミ袋

トレイルの一部には公共交通機関がない区間や、急勾配のところもあるので歩
く際は注意が必要です。歩く前にホームページやサテライト施設で情報を集めて、
計画を立ててから歩きましょう。
サテライト施設とは、トレイル運営の拠点施設として、トレイル情報の発信な
どを行う施設です。八戸市、階上
町、洋野町の区間は、種差海岸イン
フォメーションセンターがサテラ
イト施設となっています。
トレイル情報のほか、企画展やト
レッキングツアーなども実施して
います。

情報収集したら、日付やルートを決め、
荷物の準備をしましょう。レインウェ
アは天気が良くても持っていくように
しましょう。雨が降ったときだけでは
なく、寒いときや風が強いときに体温
を保つことができます。

八戸市から岩手県普代村の6市町村区間では、踏破認定を実施中です。各
区間内に設置されたスタンプ設置箇所でスタンプを集めると、各市町村に
ちなんだオリジナルのピンバッジと区間達成証明書をもらうことができ
ます（一区間800円の協力金と引き換え）。
問ＮＰＯ法人久慈広域観光協議会Ｔ0194-53-5756ホkitasanriku-mct.jp

地元ガイドさんの案内で気軽にトレッキング
【開催日】 各コース2時間程度
8/3（土）蕪島・浜小屋コース 10（土）田村崎・淀の松原コース
 11（日・祝）葦毛崎コース 12（月・休）大須賀・白浜海岸コース
 17（土）葦毛崎コース 18（日）天然芝生地コース
 24（土）蕪島・浜小屋コース 31（土）田村崎・淀の松原コース
【集合時間】10:35【集合場所】種差海岸インフォメーションセ
ンター【定員】各日10人（先着順）【参加費】500円（保険料含む、
ワンコインバス乗車賃は各自負担）
問種差海岸インフォメーションセンターＴ51-8500

トレイル挑戦に少し自信のない人は、遊歩道
の散策に便利な種差海岸遊覧バス・ワンコイ
ンバスの「うみねこ号」を利用してのトレイ
ルもおすすめ。トレッキングと組み合わせて、
車窓からの美しい景色も満喫できます。
【うみねこ号運行日】
・夏期 4/1（月）～11/10（日）の毎日
・冬期 11/16（土）～翌年3/29（日）の
　　　（土）（日）（祝）
※年末年始を除く

種差海岸インフォメーションセンター
休年末年始開9時～17時（12月～3月は16時まで）

八戸市のピンバッジ


